
京 都 大 学 通 則 新 旧 対 照 表 
改   正   前 改   正   後 

 （前 略） 
第４２条の４ 教育課程は、教育上の目的を達成する

ために必要な科目を開設するとともに研究指導の計

画を策定して、体系的に編成するものとする。 
２ 教育課程の編成に当たつては、専攻分野に関する

高度の専門的知識及び能力を修得させるとともに、

当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養を涵養す

るよう適切に配慮するものとする。 
３  国際連携専攻の教育課程の編成に当たつては、当

該連携外国大学院が開設する科目を本学大学院の教

育課程の一部とみなして当該連携外国大学院と連携

した教育課程（以下「国際連携教育課程」という。）

を編成し、又は当該連携外国大学院と共同して科目

を開設することができる。 
第４３条 科目、その授業及び研究指導は、当該研究

科の定めるところによる。 
２・３ （略） 
４ 前条第３項の規定による連携外国大学院が開設す

る国際連携教育課程に係る科目について修得した単

位又は連携外国大学院において受けた国際連携教育

課程に係る研究指導は、当該研究科の定めるところ

により、本学大学院における国際連携教育課程に係

る科目の履修により修得し、又は当該国際連携教育

課程に係るものとみなすものとする。 
５  前条第３項の規定による連携外国大学院と共同し

て開設する科目の履修により修得した単位は、当該

研究科の定めるところにより、５単位を超えない範

囲で、本学大学院又は当該連携外国大学院のいずれ

かにおいて修得したものとすることができる。ただ

し、第４９条第２項の規定により連携外国大学院に

おいて修得することとしている単位数に満たない場

合は、当該単位を連携外国大学院において修得した

単位とすることはできない。 
 （後 略） 
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第４３条 
 
２・３ 
４ 前条第３項の規定による連携外国大学院が開設す

る国際連携教育課程に係る科目について修得した単

位又は連携外国大学院において受けた国際連携教育

課程に係る研究指導は、本学大学院における国際連

携教育課程に係る科目の履修により修得し、又は当

該国際連携教育課程に係るものとみなすものとす

る。 
５  前条第３項の規定による連携外国大学院と共同し

て開設する科目の履修により修得した単位は、５単

位を超えない範囲で、本学大学院又は当該連携外国

大学院のいずれかにおいて修得したものとすること

ができる。ただし、第４９条第２項の規定により連

携外国大学院において修得することとしている単位

数に満たない場合は、当該単位を連携外国大学院に

おいて修得した単位とすることはできない。 
 
 

附 則 
 この規程は、令和元年６月２１日から施行する。 
 
別表第１ 
別表第２ 

 

（略） （同 左） 

（同 左） 


